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「
更
年
期
障
害」

更
年
期
障
害
に
つ
い
て
知
る
こ
と
で、

閉
経
後
の
人
生
を
快
適
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

？



|

【更
年
期
障
害
】

更
年
期
障
害
に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
毎

閉
経
後
の
人
生
を
快
週
に
過
登
し
ま
し
よ
う
！

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
（卵
胞
ホ
ル
モ
ン
）
と
い
う
女
性
ホ
ル
モ
ン
が
減
る
こ
と
で
、
更
年
期
に
心
身
の
不
調
を
き
た
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
は
家
庭
の
問
題
（親
の
介
護
、夫
の
仕
事
。健
康
、
子
育
て
な
ど
）
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
重
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

仕
事
を
続
け
て
い
ら
つ
し
や
る
方
で
は
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
パ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

生
活
の
質
（ａ
Ｏ
Ｌ
）向
上
の
た
め
に
、
日
常
生
汚
に
支
障
を
き
た
す
症
状
が
あ
れ
ば
治
療
が
望
ま
れ
ま
す
。

閉
経
と
更
年
期
（周
閉
経
期
）

月
経
に
影
響
の
あ
る
お
薬
に
よ
る
治
療

や
子
富
摘
出
を
行
っ
て
い
な
い
女
性
で
、
卵

巣
機
能
が
低
下
し
、
月
経
が
永
久
に
停
止

す
る
こ
と
を

只
自
然
）
閉
経
」
と
い
い
ま

す
。
正
確
に
は
最
後
の
月
経
が
終
わ
っ
て
か

ら
１
年
間
月
経
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、

１
年
前
の
月
経
停
止
を
も
っ
て
閉
経
と
診

断
し
ま
す
。
多
く
の
女
性
は
５０
歳
前
後
で

閉
経
し
ま
す
が
、
個
人
差
が
あ
り
、
早
い
場

合
は
４０
代
前
半
、
遅
い
場
合
は
５０
代
後
半

で
閉
経
を
迎
え
ま
す
。

閉
経
前
の
５
年
間
と
閉
経
後
の
５
年
間

て
い
る
更
年
期
指
数
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
（表
）
で
５‐
点
以
上
の
場
合
、
ま
す
婦

人
科
を
受
診
し
ま
し
さ
つ
。

更
年
期
障
害
の
症
状
を
改
善
す
る
こ

と
だ
け
で
な
く
、
大
き
な
病
気
が
隠
れ
て

い
な
い
か
、
確
か
め
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
婦
人
科
以
外
に
、
内
科
、
耳
鼻
咽
喉

科
、
整
形
外
科
、
心
療
内
科
（精
神
科
）
で

の
精
密
検
査
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

を
あ
わ
せ
た
１０
年
間
を
「更
年
期
（周
閉
経

期
こ
と
い
い
ま
す
。
更
年
期
は
、
性
成
熟
期

（女
性
ホ
ル
モ
ン
分
泌
が
活
発
な
時
期
）
か

ら
老
年
期
へ
の
移
行
期
間
で
あ
り
、
エ
ス
ト

回
ゲ
ン
の
分
泌
が
不
安
定
に
な
る
た
め
、
心

身
と
も
に
様
々
な
症
状
（更
年
期
症
状
）
が

現
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

更
年
期
障
害
の
症
状

更
年
期
症
状
が
重
く
、
日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
す
状
態
を
「更
年
期
障
害
」
と
研

い
ま
す
。
主
な
症
状
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

更
年
期
障
害
の
治
療

症
状
や
病
歴
な
ど
に
つ
い
て
間
診
で
お

聞
き
し
、
生
渚
習
慣
の
改
善
（食
事
や
運

動
、睡
眠
時
間
の
確
保
な
ど
）
か
ら
始
め
ま

す
。
必
要
が
あ
れ
ば
心
理
療
法
や
お
薬
に

よ
る
治
療
も
行
い
ま
す
。
お
薬
に
よ
る
治

療
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
女
性
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法

女
性
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
は
、ほ
て
り
・

の
ぼ
せ
・発
汗
（ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ
シ
こ

に
対

①
血
管
が
開
い
て
熱
を
放
出
す
る
際
に
生

じ
る
症
状
（血
管
運
動
神
経
症
状
）

ほ
て
り
、
の
ぼ
せ
、
発
汗

（こ
れ
ら
の
症

状
を
ホ
ッ
ト
フ
ラ
ッ
シ
ュ
と
い
い
ま
す
）
。

②
体
の
症
状

め
ま
い
、
動
悸
、
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ

る
、
頭
痛
、
肩
こ
り
、
腰
や
背
中
の
痛
み
、

関
節
の
痛
み
、
ム
郷
え
、
し
び
れ
、
疲
れ
や

す
い
。

③
心
の
症
状

気
分
が
落
ち
込
む
、
主思
欲
が
低
下
す

る
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
情
緒
が
不
安
定
、
眠

れ
な
い
。

し
て
、
特
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
低
下
に
よ
り
、
閉
経
後
は
骨

粗
慈
症
、
そ
し
て
脂
質
異
常
症
に
よ
る
動

脈
硬
化
が
進
行
し
や
す
く
な
り
ま
す
が
、

女
性
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
に
は
こ
れ
ら
の

病
気
の
予
防
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

女
性
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
で
処
方
さ
れ

る
ホ
ル
モ
ン
剤
に
は
、
飲
み
薬
、
貼
り
薬
、

塗
り
薬
な
ど
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
も
の
が

あ
り
、
こ
自
身
に
合
っ
た
お
薬
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

②
漢
方
薬

更
年
期
障
害
に
対
し
よ
く
処
方
さ
れ
る

漢
方
薬
は
、
当
帰
芍
薬
散
・加
味
逍
遥
散
・

桂
枝
夜
苓
丸
で
す
。
そ
の
他
に
も
、
い
く
つ

か
処
方
さ
れ
る
漢
方
薬
が
あ
り
、
症
状
や

体
質
（証
）
に
合
わ
せ
て
選
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
。

③
向
精
神
薬

心
の
症
状
（精
神
症
状
）
に
対
し
て
、
向

精
神
薬
（抗
う
つ
薬
・抗
不
安
薬
・睡
眠
薬
）

を
用
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
抗

う
つ
薬
で
あ
る
、
ｕ選
択
的
セ
ロ
ト
ニ
ン
再
取

り
込
み
阻
害
薬
（Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
）
や
セ
ロ
ト
二

ン
・ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
再
取
り
込
み
阻
害

更
年
期
障
害
の
原
因

更
年
期
障
害
の
主
な
原
因
は
、
卵
巣
か

ら
の
エ
ス
ト
回
ゲ
ン
分
泌
が
不
安
定
に
な

り
、
体
内
の
エ
ス
ト
ロ
グ
ン
量
が
低
下
、
欠

乏
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
加
齢
に
よ
る
体

の
変
化
や
、
精
神
的
・心
理
的
な
要
因
、
家

庭
や
職
場
な
ど
の
社
会
的
要
因
が
合
わ

さ
っ
て
、
更
年
期
障
害
を
発
症
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す

場
合
は
婦
人
科
受
診
を
！

ク
リ
一
ラ
ク
や
病
院
で
よ
く
使
用
さ
れ

薬

（Ｓ
Ｎ
日
―
）
は
、
ほ
て
り
や
発
汗
な
ど

の
症
状
に
対
し
て
わ
効
果
が
あ
り
、
副
作

用
が
少
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に

日
本
人
女
性
の
平
均
寿
命
は
延
び
て
い

ま
す
が
、
長
寿
と
い
う
だ
け
で
な
く
、健
康

寿
命
が
延
び
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
ま

た
女
性
の
寿
命
が
延
び
て
も
、
閉
経
年
齢

は
延
び
て
い
な
い
た
め
、
閉
経
後
の
人
生

が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
閉
経
後
の
人
生
を

で
き
る
限
り
健
康
に
保
っ
て
過
こ
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
も
、
更
年
期
障
害
で
お
困

り
の
症
状
が
あ
れ
ば
、
婦
人
科
で
こ
相
談

く
だ
さ
い
。

近
年
、大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
由
来
の
エ
ク

オ
ー
ル
や
新
し
く
発
見
さ
れ
た
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
（エ
ス
テ
ト
ロ
ー
ル
）
も
婦
人
科
領
域

で
用
い
ら
れ
る
薬
剤
と
し
て
開
発
が
進
ん

で
い
ま
す
。
時
代
と
と
も
に
進
化
す
る
治

療
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ

神
戸
中
央
病
院

婦
人
科

診
療
部
長
　
辰
巳

弘
）

表 更年期指数セルフチェックリスト

症状「強」の目安 :生活に支障をきたすつらい症状

i|

合計   点

健康と笑顔 健康と笑顔

00

症状 強 中 尋弓 無

①顔がほてる 10 6 3 0

②汗をかきやすい 10 6 3 0

③腰や手足が冷えやすい 14 9 5 0

④息切れ、動悸がする 12 8 4 0

③寝つきが悪い、または眠りが浅い 14 9 5 0

⑥怒りやすく、すぐイライラする 12 8 4 0

⑦くよくよしたり、憂うつになることがある 7 5 3 0

①頭痛、めまい、吐き気がよくある 7 5 3 0

③疲れやすい 7 4 2 0

①肩こり、腰痛、手足の痛みがある 7 5 3 0
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気
圧
変
化
に
負
け
な
い
！

天
候
の
移
り
変
わ
り
で
体
調
が
左
右
さ
れ
る

気
象
病
倉
翼
象
敏
感
症
）
。
頭
痛
や
め
ま
い
、

関
節
痛
な
ど
多
く
の
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

原
因
や
対
策
を
知
り
、
毎
日
を
快
適
に

過
ご
す
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
ま
し
た
。

気
象
病
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方 ＆

８
写
電

!泊) 
讐ぼ

職人の技と心意気に感動

竹中大工道具館
●

気

象

病

と

は

近
年
、
天
候
の
変
化
に
合
わ
せ
て

頭
痛
や
め
ま
い
、
気
分
の
落
ち
込
み

な
ど
が
起
こ
る
「
気
象
病

（気
象
敏

感
症
と
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
＞」

れ
は
ま
だ
正
式
な
病
名
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、気
圧
や
気
温
、
湿
度
な
ど
の

変
化
に
よ
つ
て
症
状
が
悪
化
す
る
人

を
広
く
指
す
概
念
で
す
。
日
本
の
調

査
で
は
、
約
１０
～
３０
％
の
方
が
「
天
候

の
影
響
で
体
調
が
左
右
さ
れ
る
」
と

感
じ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
く
に
片
頭
痛
や
メ
一三
―
ル
病
を

お
持
ち
の
方
、女
性
ホ
ル
モ
ン
の
変
化

を
受
け
や
す
い
女
性
、
高
齢
者
な
ど

で
は
症
状
が
出
や
す
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
個
人
に
よ
っ
て
症
状
の

程
度
や
出
現
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
異

な
り
、
気
象
要
因
が
重
な
っ
た
と
き

に
強
く
現
れ
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。
　

　

対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
め
ま
い
が
ひ

ど
い
と
き
は
イ
ソ
ソ
ル
ビ
ド
な
ど

を
使
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
気

分
の
落
ち
込
み
や
不
安
感
が
重
い

と
き
に
は
、
抗
不
安
薬
や
抗
う
つ

薬
が
検
討
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も

医
師
と
相
談
の
う
え
、適
切
に
服

用
し
ま
し
さ
つ
。
自
己
判
断
に
よ

る
薬
の
増
減
は
副
作
用
リ
ス
ク
を

高
め
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
必
ず

専
門
家
の
指
示
に
従
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

３
．漠
方
薬
の
選
択

五
苓
散
や
加
味
逍
邊
散
、当
帰

有
薬
散
な
ど
は
、
め
ま
い
や
む
く

み
、
気
分
の
不
調
な
ど
に
用
い
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

個
人
の
体
質
に
よ
っ
て
合
う
処
方

は
異
な
る
た
め
、
専
門
家
に
相
談

０

症

状

と
関

わ
る
要

因

よ
く
見
ら
れ
る
症
状
と
し
て
は
、

片
頭
痛
、
め
ま
い
、
耳
鳴
り
、
関
節

痛
、
俗
怠
感
、
気
分
の
落
ち
込
み
、
不

眠
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
急
激
な
気
圧

の
低
下
が
内
耳
や
自
律
神
経
を
刺

激
し
、
血
行
や
ホ
ル
モ
ン
づ
フ
ン
ス
が

乱
れ
、
不
安
感
や
だ
る
さ
を
強
め
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
気
圧
差
の

大
き
い
地
域
に
住
ん
で
い
る
方
や
、
季

節
の
変
わ
り
目
に
体
調
が
崩
れ
や

す
い
方
な
ど
も
注
意
が
必
要
で
す
。

さ
ら
に
、
急
激
な
温
度
差
や
湿
度
の

上
昇
が
血
管
の
拡
張
や
体
内
の
水

分
づ
フ
ン
ス
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
体
調

を
崩
し
や
す
く
な
る
場
合
も
あ
る

た
め
、
複
合
的
な
要
因
を
意
識
し
た

●

主

な

対

処

法

１
．生
活
リ
ズ
ム
の
安
定

規
則
正
し
い
睡
眠
と
食
事
、適

度
な
運
動
を
心
が
け
る
こ
と
で
、

自
律
神
経
の
が
フ
ン
ス
が
整
い
や

す
く
な
り
ま
す
。
と
く
に
睡
眠

不
足
は
症
状
を
悪
化
さ
せ
や
す

い
の
で
、決
ま
っ
た
時
間
に
休
む
よ

う
に
し
ま
し
よ
つ
。
軽
い
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
を
日
常
的
に
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
血
流
を
改
善
し
、
症

状
の
緩
和
に
役
立
つ
場
合
も
あ

り
ま
す
。

２
．薬
の
利
用

強
い
片
頭
痛
が
あ
る
場
合
は
、

ト
リ
プ
タ
ン
系
薬
剤
や
非
ろ
ア
ロ

イ
ド
性
抗
炎
症
薬
を
使
用
す
る

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
鍼
灸
や

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
、東
洋
医
学
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
併
用
す
る
と
、
さ

ら
に
症
状
改
善
が
期
待
で
き
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

４
．気
圧
変
化
の
チ
ェ
ッ
ク

気
圧
予
報
ア
プ
リ
な
ど
を
活

用
し
、気
圧
が
急
に
下
が
り
そ
う

な
日
を
把
握
す
る
の
も
有
効
で

す
。
革訓
も
っ
て
痛
み
止
め
を
準
備

し
た
り
、
早
め
に
休
息
を
と
っ
た

り
す
る
こ
と
で
、
症
状
を
軽
く
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
近
年
で
は

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
な
ど
も
普

及
し
て
お
り
、
日
々
の
気
圧
・気
温

変
化
を
詳
細
に
と

一タ
リ
ン
グ
す

る
こ
と
で
、
早
期
対
策
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

０
今
後
の
見
通
し

気
象
病
は
ま
だ
医
学
的
に
確
立

さ
れ
た
病
名
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

多
く
の
方
が
悩
ん
で
い
る
た
め
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
よ
り

詳
し
い
原
因
の
解
明
や
、
標
準
的
な

治
療
法
の
開
発
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

生
活
習
慣
を
見
直
し
て
自
律
神
経

の
が
フ
ン
ス
を
整
え
る
と
と
も
に
、
症

状
が
重
い
と
き
に
は
医
療
機
関
を
受

診
す
る
な
ど
、
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
さ
ら
に
、
生
活

習
慣
改
善
と
医
療
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を

組
み
合
わ
せ
た
新
た
な
治
療
指
針

が
検
討
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、多

角
的
な
視
点
で
の
ケ
ア
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

以
上
が
気
象
病
の
概
要
と
対
処
の

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
日
ご
ろ
の
ケ
ア
や
予

防
策
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
少
し
で

も
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
工
夫
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
気
象
に
振
り
回
さ

れ
ず
、
自
分
の
身
体
と
上
手
に
向
き

合
う
心
構
え
が
大
き
な
助
け
と
な

る
で
し
ょ
う
。

（オ
ギ
ノ
医
院

副
院
長

荻
野

浩
嗣
）

新幹線新神戸電尺の近くにある竹中大工道具館は、国内で

唯一の大工道具の専門博物館。手道具としての大工道具と、

職人の技と心を後世に伝えるというコンセプトで、1984年に

設立されました。日本独自の文化に触れられることから、外国

人観光客にも人気を集めています。

建物は和の趣きを感じるモダンな空間で、天然の杉材を使

つた天丼や鋳造仕上げの案内サインなど、至るところに伝統

的な技が施されています。常設展ではこれまでに収集した約

30,000点の中から厳選した約1,000点の大工道具を公開。

屋根を葺いたり土壁を塗る前の茶室の構造がわかる実物大

模型や、木をつなぎ合わせる伝統技法「木組」の仕組みを学

べる体験コーナーなど、工夫を凝らした展示が盛りだくさんで

す。館内では自分のスマートフォンを使つて音声ガイドを聴ける

ほか、週末にはギャラリートークも行われており、大工道具の

世界を奥深くまで知ることができますよ。

多目的ホール 茶窒構造槙型

唐招提寺模型正面 常設展「道具と手仕事」
=」

一ナー(鋸 )

佳所/神戸市中央区熊内町7-5-1

アクセス/山陽新幹線・神戸市営地下

鉄「新神戸駅」から徒歩約3分

【竹中大工道具館】

0開館時間/9:30～ 16i30(入館は
16:OOまで)●体館国/月曜日(祝日の場

合は翌平日)●入館料/一般フOO円、高

校生大学生 65歳以上500円、中学生以

下無料●問い合わせ/078-242-0216
httpsy/www dousukanip
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ホームドクターに聞く!

康アドバイ

Q&A刺
さ
れ
る
と
ア
ナ
フ
〓
フ
キ
シ
ー
と
い
う

重
篤
な
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
呈
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
適
切
な
時
期
に
検
査
を
行

い
、結
果
に
応
じ
て
対
処
が
必
要
で
す
。

痩
学厚

生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計
に
よ

る
と
、
八
チ
毒
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
ア
ナ

フ
〓
フ
キ
シ
ー
に
よ
っ
て
亡
く
な
る
人
の

数
は
年
間
１０
～
２０
人
で
す
。
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
に
よ
る
ア
ナ
フ
〓
フ
キ
シ
ー
で
亡
く

な
る
人
の
数
が
年
間
０
～
４
人
程
度
で

あ
る
こ
と
と
比
べ
る
と
多
い
印
象
で
す
。

原
因
と
な
る
八
チ
と
リ
ス
ク
の
高
い
職
種

八
チ
毒
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
る
八

チ
の
種
類
は
、
多
い
順
に
ア
シ
ナ
ガ
パ
チ
、

ス
ズ
メ
バ
チ
、
一ミ
ツ
パ
チ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
八
チ
毒
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
を
職
種
別

に
み
る
と
、
ア
シ
ナ
ガ
パ
チ
・ス
ズ
メ
バ
チ

は
林
業
関
係
者
、
由辰
業
、
ゴ
ル
フ
場
管
理

業
、
建
設
業
、
４逗
園
業
に
多
い

一
方
、
ミ
ツヽ

パ
チ
は
イ
テ
ゴ
農
家
に
多
く
、
次
い
で
養

蜂
業
と
な
り
ま
す
。
亨⊆
れ
ら
の
職
種
に
従

事
し
八
チ
に
刺
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
人
の

割
合
は
ど
の
職
種
も
８０
％
を
超
え
て
い
ま

す
が
、
八
チ
毒
に
感
作

（後
述
）
さ
れ
て
い

る
割
合
は
３０
～
８０
％
で
、
八
チ
に
刺
さ
れ

た
か
ら
と
言
っ
て
全
例
が
感
作
さ
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

八
チ
毒
ア
レ
ル
ギ
ー
の
発
症
機
序

初
回
の
刺
傷
に
よ
っ
て
八
チ
毒
特
異
的

ｌ

ｇ
Ｅ
抗
体
が
作
ら
れ
（こ
れ
を
「感
作
」

さ
れ
る
と
い
い
ま
す
）
、
八
チ
毒
に
対
す
る

防
衛
反
応
の
準
備
が
出
来
ま
す
。
ア」
の
状

態
で
八
チ
に
刺
さ
れ
る
と
か
ゆ
み
、
発

赤
、
嘔
吐
、
寒
気
、
ム
畑
感
、
顔
面
浮
腫
、
呼

吸
困
難
と
い
っ
た
症
状
が
出
現
し
ま
す
。

複
数
の
強
い
症
状
が
生
じ
る
場
合
を
ア

ナ
フ
〓
フ
キ
シ
ー
と
い
い
ま
す
。

醇
コ ラ ム

睡眠と睡眠障害

Columa

先
日
、
鋒
に
刺
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
刺
さ
れ
た
部
位

が
少
し
腫
れ
た
程
度
で
済
ん
だ
の
で
す
が
、
蜂
は
三
度
目
が

危
な
い
と
間
き
ま
す
。
（フ
後
ど
う
ず
れ
ば
よ
い
で
し
よ
う
か
。

（
５０
代
女
性
）

0
確
か
に
、
蜂
に

八
チ
毒
に
よ
る
ア
ナ
フ
〓
フ
キ
シ
ー
は

症
状
の
進
行
が
早
い
た
め
、
迅
速
な
対
応

が
必
要
で
す
。
ア
ナ
フ
〓
フ
キ
シ
ー
に
対

し
て
は
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
と
い
う
薬
を
大
腿

部
に
筋
肉
注
射
す
る
こ
と
で
症
状
を

一

時
的
に
和
ら
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
に
は
即
効
性
が
あ
る
の
で
す

が
、
八
チ
毒
ア
ナ
フ
〓
フ
キ
シ
ー
を
生
じ

た
患
者
で
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を
投
与
し
た
に

も
か
か
わ
ら
す
亡
く
な
っ
て
い
る
人
は
、

刺
さ
れ
て
か
ら
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を
投
与
さ

れ
る
ま
で
３０
分
以
上
か
か
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

初
め
て
刺
さ
れ
て
か
ら
の
対
応

八
チ
毒
へ
の
感
作
の
有
無
は
血
液
検
査

で
確
認
で
き
ま
す
。
刺
さ
れ
た
直
後
の
検

査
で
は
正
し
い
結
果
が
得
ら
れ
な
い
た

め
、
約
ｌ
ヶ
月
後
に
検
査
す
る
こ
と
が
推

奨
さ
れ
ま
す
。
７⊂
れ
で
感
作
（八
チ
毒
特

異
的
ｌ
ｇ
Ｅ
抗
体
が
陽
性
）
が
確
認
さ
れ

た
場
合
、
再
び
八
チ
に
刺
さ
れ
る
リ
ス
ク

が
高
い
方
は
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
自
己
注
射
薬

（エ
ピ
ペ
ン
⑥
）
を
処
方
し
て
も
ら
う
の
が

よ
い
で
し
さ
つ
。
も
し
刺
さ
れ
た
場
合
は

速
や
か
（３０
分
以
内
）
に
エ
ピ
ペ
ン
⑥
を
使

用
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
普
段
か
ら
使

い
方
に
習
熟
し
、
八
チ
に
刺
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
場
所
へ
の
外
出
時
は
長
袖
長
ズ

ボ
ン
を
着
用
し
、
エ
ビ
ペ
ン
⑤
を
必
す
携

帯
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

八
チ
毒
ア
レ
ル
ギ
ー
の
治
療

八
チ
毒
ア
レ
ル
ギ
ー
の
治
療
法
と
し
て

ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法
が
あ
り
ま
す
。
ア⊂

れ
は
、
症
状
を
起
こ
さ
な
い
程
度
の
八
チ

毒
エ
キ
ス
を
定
期
的
に
皮
下
注
射
で
投
与

す
る
の
で
す
が
、
込酒
療
に
３
～
５
年
を
要

し
、
国
内
で
保
険
適
用
が
な
く
、
行
っ
て
い

る
施
設
も
限
ら
れ
る
た
め
実
際
に
治
療
を

受
け
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

最
後
に
仮
に
感
作
が
確
認
さ
れ
て
も
、
刺
さ
れ

て
か
ら
か
な
り
年
数
が
経
過
す
れ
ば
、
八

チ
毒
特
異
的
ｌ
ｇ
Ｅ
抗
体
が
陰
性
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
エ
ピ

ペ
ン
①
の
携
帯
を
続
け
る
か
ど
う
か
、
主

治
医
と
よ
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
な
ら
ば
や
し
こ
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー

ク
リ
一
ラ
ク

　

　

院
長
　
檜
林

成
之
）

0
ま
す
睡
眠
と
は
何
か
で
す
。
睡
眠
を
定
義
す
る
と

※
「哺
乳
類
に
限
定
し
て
定
義
す
る
と
睡
眠
は
、
人
間
や

動
物
の
内
部
的
な
必
要
か
ら
発
生
す
る
意
識
水
準
の

一

時
的
な
低
下
現
象
で
あ
り
、
覚
醒
可
能
な
状
態
で
あ

る
」
と
あ
り
ま
す
。
で
は
、
睡
眠
中
に
人
間
の
体
で
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
さ
つ
か
？

ま
す
睡
眠
に
は
、
日
中
に
適
動
を
し
続
け
て
へ
と
ヘ

と
に
な
っ
た
脳
や
体
を
体
養
さ
せ
て
疲
労
を
回
復
す
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
傷
つ
い
た
細
胞
を
修
復
し
た

り
、
免
疫
物
質
を
作
っ
た
り
と
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
、
日
中
に
見
た
こ
と
や
学
習
し
た

こ
と
を
脳
に
定
着
さ
せ
た
り
、
整
理
を
行
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
睡
眠
中
に
こ
れ
ら
多
く
の
作
業
を

効
率
良
く
行
う
に
は
、
質
の
良
い
睡
眠
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
睡
眠
は
繊
細
な
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
比
較

的
容
易
に
障
害
が
生
じ
ま
す
。

睡
眠
障
害
に
は
①
寝
つ
き
が
悪
く
な
る

（
入
眠
困

難
）
②
途
中
で
何
回
も
目
が
覚
め
る

（中
途
覚
醒
）
③
朝

早
く
目
が
覚
め
て
し
ま
い
眠
れ
な
い

（早
朝
覚
醒
）
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
睡
眠
障
害
を
呈
す
る
も
の
に
は
①
身
体
疾
患

が
基
に
あ
る
も
の

全
局
血
圧
、
呼
吸
器
疾
患

（咳

・タ

ン
＼

腎
臓
病
、
前
立
腺
肥
大

（頻
尿
）
、
糖
尿
病
、
関
節

リ
ウ
マ
チ
等
）
②
精
神
疾
患
が
基
に
あ
る
も
の

（う
つ

病
、
全
般
的
不
安
障
害
等
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
、
双
極
性
障
害
、

統
合
失
調
症
等
）
が
あ
り
ま
す
。

睡
眠
障
害
が
あ
る
か
ら
と
い
つ
て
す
ぐ
に
精
神
科
、

心
療
内
科
で
は
な
く
、
内
科
的
疾
患
の
可
能
性
も
考
え

併
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

※
睡
眠
の
定
義

【
内
村
直
尚
十
日
本
睡
眠
学
会
参
照

（医
療
保
険
委
員
会
）

可,「健康と笑顔」はどこでお持ち帰りになりましたか?

①病院・診療所

②あんしんすこやかセンター

③その他 ( )

2.今号の「健康と笑顔」で興昧のあつた記事は?

①特集 更年期障害

②健康ZOOM UP気象病との上手な付き合い方
③ホームドクターに聞く!健康アドノくイスQ&A
蜂刺されとアナフィラキシー

④旬を訪ねる神戸散歩 竹中大工道具館

⑤コラム 睡眠と睡眠障害

3.本誌の感想、今後取り上げてほしいテーマなどが
こざいましたら、こ記入ください。

※図柄は時期によつて変わります。

跡戯 赫 尋

左の八ガキに必要事項を記入し切手を貝占つてお送りください。

3月 31日 必着。当選者へは10月中に賞品を発送します。
なお、当選者の発表は賞品の発送をもつてかえさせていただきます。
※ご応募 |よお一人様につき1回のみとさせてしヽただきます。

健康と笑顔健康と笑顔

00
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あなたのやさしさを力にかえて

神戸市医師会看護専門学校

令和8年

たしかな知識と豊かなこころ

地域の保健、医療、福祉に貢献する

人間憂あふれる看護節を育成します

Teli078‐795‐4884
神戸市医師会看護専門学校

httpsノ/www.kobe― med.or.jp/nurse/

国

令不□8年度 入試日程

令不B7年

11/8(土 )

学校長推薦

令不□7年

11/8(上 )

高校選抜

令不87年

11/8(土 )

社会人入試

令和8年

1/10(土 )

一般入試
(1次 )

令不B8年

3/7(土 )

一般入試
(2次 )

詳しくは
こちらまで′

令和7年度 神戸市民健康大学講座

開催のご案内
0

内容/成人から老人に対する医学を中心に、専門の講師がわかりやすく説明します。

日時/令和7年9月～令和8年2月の第3木曜日(計6日 全10回のシリーズ)、
3月 19日 (木)(卒業後教育講座)

午後2時～午後4時 (予定)

場所/神戸市医師会本館 4階大ホール
神戸市中央区橘通4丁目1番20号

費用/受講料 :1人2,000円

対象/18歳以上 (性別不間)の神戸市在住または在勤の方
150名 (※先着順)

申込期間/令和7年8月 1日 (金)～9月 1日 (月 )

受付時間/10:00～ 16:00(土 日祝、8/11～8/15を除く)
※申込期間外のお申込みは受付いたしかねます。

申込方法/①電話 :電話番号(078‐ 351‐ 1410)にてお申込みください。
②FAX:住所・氏名。年齢。電話番号、「市民健康大学講座受講希望」と
明記の上、FAX番号 (078‐361‐ 4455)まで送信してください。

なお、定員(150名 )になり次第締め切らせていただきます。

お問い合わせ先

ネ申戸市医8雨会 TEL:078‐ 351‐ 1410
詳細は後日、本会ホームページ

(httpSノ /WWw.kobe‐ med.or.」 p/indexthtmt)に掲載予定です。
ご参力Dを心よりお待ちしております。

華卜便 は が き

85円切手を

お貼りください

神戸市中央区橘通4丁目]番20号

一般社団法人神戸市医師会

「健康と笑顔」プレゼント係

※こ記入いただしヽた個人情報はプレゼントの発送以外には使用しません。

み

6 5 0 0 0 1 6

ふ りが な

お 名 前

f性月」 男・女

年齢

歳

ご住 所

一Ｔ

電話番号 ( )




